


◎羽田空港　　　　　富山きときと空港　　　　　　　　富山駅　　　　　　　　　　　　泊駅（約2時間）　　　　　　　　　　　　　　　

朝日町ってこんなところ

DATA
面積　　 　　227.41㎢　　　　　                　　　

人口　　 　　10,181人（R７.7.１現在） 　

世帯数　 　　4,502世帯（R７.7.１現在） 　

ココです

富山県の東端、新潟県との県境のまち

海抜0メートルのヒスイ海岸から標高3,000
メートル級の北アルプス朝日岳・白馬岳に至
る、ダイナミックなパノラマが広がる自然に

恵まれた町です。

《電車でお越しの場合》

◎東京駅　　　　　　　　　　　黒部宇奈月温泉駅　　　　　　　　　　　泊駅・越中宮崎駅（約3時間）北陸新幹線
あさひまち

エクスプレス

◎大阪駅　　　　　　 　 敦賀駅　　　　　 黒部宇奈月温泉駅　　　　　　　泊駅・越中宮崎駅（約3時間半）
北陸

新幹線
あさひまち

エクスプレス
特急

サンダーバード

《車でお越しの場合》
◎東京　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝日IC（約５時間）関越自動車道（長岡JCT）・北陸自動車道

空路

◎大阪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝日IC（約５時間）名神自動車道（米原JCT）・北陸自動車道

《飛行機でお越しの場合》

東京・大阪からの主な交通アクセス

連絡バス あいの風とやま鉄道
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朝日町ってこんなところ 美しい自然が織りなす風景がある街

《舟川べり「春の四重奏」》

◎雪を抱く朝日岳・白馬岳の北アルプスを背景に、桜並木
　とチューリップ、菜の花が奏でる四重奏を楽しめます。

《ヒスイ海岸》

◎幅８０m・東西約４㎞に広がる砂利浜の海岸。「日本の
　渚・百選」に選ばれ、翡翠の原石を拾うことができます。

《北又谷》

◎朝日岳・白馬岳の登山基地で、新緑、紅葉が美しい場所。　　
　紅葉の時期に「秘境の北又散策」を開催しています。

《不動堂遺跡（国指定史跡）》

◎縄文時代中期の遺跡で、国内最大級の竪穴式住居跡。
　タイプの異なる３棟の住居跡が復元整備されています。
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朝日町ってこんなところ スポーツを楽しむ・食を楽しむ

《ビーチボール競技》発祥の地！

◎「いつでも　どこでも　だれとでも」が気軽に取り組めるスポーツ。
　町では７月と１０月に全国大会を開催しています。
　
《　大　会　》

７月　　“翡翠カップ”ビーチボール全国大会
　　　　　（令和５年度：１２２チーム、５９３名参加、令和６年度：１４３チーム、６８９名参加）

　　　　
１０月　  全国ビーチボール競技大会
　　　　　　（令和５年度：２０３チーム、１，００３名参加、令和６年度：２２９チーム、１，１１５名参加）

　　　　

スポーツを楽しむ

食を楽しむ

《たら汁》朝日町の郷土料理

◎宮崎・境地区の旅館・民宿やドライブインなどで味わうことができます。　

『秘密のケンミンＳＨＯＷ』

　　　　　で紹介されました。

　　　たら汁街道　大人気！
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第5次朝日町総合計画 平成28年度　～　令和7年度

　朝日町では持続可能なまちづくりを目指し、
　令和3年度から「第5次朝日町総合計画 後期基本計画」がスタートしました。

◎この総合計画には、「夢と希望が持てるまちづくり 朝日町」を将来像に掲げるとともに、
次の３つの基本テーマ、まちづくりの７つの柱に沿って各種施策を展開しています。

《　将来像　》

《　基本テーマ　》

◆子育て応援日本一のまち

◆移住・定住・交流で賑わうまち

◆生涯健康で活躍できるまち

《　まちづくりの7つの柱　》

　①　子育て・教育

　②　健康・福祉

　③　産業振興

　④　観光・交流

　⑤　定住

　⑥　安全・安心

　⑦　生活基盤
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第２期朝日町総合戦略 令和２年度　～　令和７年度

◎町では、第１期総合戦略に引き続き、町の人口ビジョンを踏まえつつ、地域の特性や強
みを活かしながら、人口減少対策に重点を置いた施策を推進する計画として、令和２年３
月に「第２期朝日町総合戦略」を策定しました。

◎この総合戦略は、第５次総合計画の重点プロジェクトとして位置付け、

　「ここまでやらなければ、町は変わらない」、「朝日町を再生する」

　を目指す基本コンセプトとし、キャッチフレーズを次のとおりとしました。

《　キャッチフレーズ　》

　◆　町に仕事をつくる、町の稼ぐ力・魅力を高める
　
　◆　町への人の流れをつくる、町に人を呼び込む

　◆　町民の結婚・出産・子育てを応援する

　◆　時代に合った地域づくりを進める

《　基本目標　》　（=総合計画での重点プロジェクト）
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関係イメージ図 総合計画・総合戦略・過疎計画　等

 
 
 
 
 
 

 
●計画期間 平成２８年度～令和７年度（10 箇年） 
   

【将来像】 

 夢と希望が持てるまちづくり 朝日町 
 
【基本目標・まちづくりの柱】 

① 子育て・教育、② 健康・福祉、③ 産業振興 

④ 観光交流、⑤ 定住、⑥ 安心・安全、⑦ 生活基盤 
 
※施策分野にとらわれず、総合的・横断的に展開 

  基本計画（前期・後期 R3〜R7） 

実施計画（前期・後期 R3～R7） 

 

●地域の自立促進の基本方針 

①住み続けたいまちづくり 

②やさしさがあふれるまちづくり 

③活力あるまちづくり 

●計画期間（５箇年） 

第２次：平成２８年度～令和２年度 

 

第３次：令和３年度～令和７年度 

（予定） 

 

●計画期間（５箇年） 

第 1 期：平成 27 年度～令和元年度 

第 2 期：令和 2 年度～令和 6 年度 

 

①町に仕事をつくる、町の稼ぐ力・魅力を高める 
②町への人の流れをつくる、町に人を呼び込む 
③町民の結婚・出産・子育てを応援する 
④時代に合った地域づくりを進める 

 
Ⅰ：人口の現状分析 

●人口動向や将来人口推計の分析 
Ⅱ：人口の将来展望 

●目指すべき将来の方向性や施策の方向性を
踏まえた人口の将来展望 

 
※総合計画のうち、
次の政策分野を朝
日町版の総合戦略
として策定する。 

 
①安定雇用創出 
②地方への人の流れ 
③結婚・出産・子育て 
④地域づくり 

具 体 的 な 施 策 

●朝日町再生会議・再生事業 

●タウンミーティング・出前講座 
●ふるさとへの提言 
●町民アンケート    等 
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子育て応援日本一のまち 総合計画：基本テーマ①

朝日町は、「子育て応援日本一のまち」を目指していきます。

“明日を担う子どもたち”を大切に育んでいきます。

◎　あいのトキめき出生祝福事業

◎　あさひDE子育てアプリ

◎　おうちで子育て応援金の支給

◎　高校生世代までの医療費無償化

◎　保育料軽減、乳児、早朝・延長保育

◎　病児・病後児保育

◎　学童保育の無償化

◎　小学校新一年生へ体操服をプレゼント

◎　小・中学校給食費全額補助（無償化）

◎　タブレット型端末及び
　　　　　　　　　校内無線LANの整備

◎　学習者用デジタル教科書の導入

◎　コミュニティ・スクールと
　　   地域学校協働活動の一体的推進（R4～）

◎　保小中一貫教育推進事業

◎　朝日町型部活動コミュニティクラブ

◎　高校生世代新生活エール事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等
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子育て・教育 子育て応援日本一のまち

《　誕生祝い金　》

あいのトキめき出生祝福事業

◎次代を担う子どもの誕生を祝福し、
その健全な育成を願い、誕生祝福金を支給します。

◆第１子・第２子　　１０万円
◆第３子・第４子　　２０万円
◆第５子～　　　　　４０万円

《　木製品　》

◎朝日町に出生届を提出された、町内・町外・県外
の方へ、朝日町産材木を使用した、椅子又は積み木
をプレゼントします。

　☆妊娠時に　５万円

　☆出生時に　５万円

このほかにも

《妊婦のための支援給付》として

を手厚く支給しています。

子　育　て　D　X

◎予防接種、成長記録、町の育児情報も。妊娠から出産・育児まで
をフルサポートする母子手帳アプリです。

デジタル化で子育てをより楽しく、安心、便利に！ 8

《　あさひDE子育てアプリ　》

《　保育所、病児保育室、放課後児童クラブへの
　　　　　　　　　　　　　　　　支援システムの導入　》

◎欠席、遅刻、早退や利用申込み等の連絡がスマホひとつで簡単に
できます。また、リアルタイムでお知らせを受け取れます。
　



子育て・教育 富山県下No.1の子育て支援！全力でサポート

おうちで子育て応援金

◎家庭で育児をする世帯に対し、応援金を支給します。（※支給要件あり）

　◆生後６か月経過から２歳誕生月まで　　　：６万円／月

　◆２歳誕生月の翌月から３歳誕生月まで　　：３万円／月

保育料軽減・待機児童ゼロ

子ども医療費助成

◎０歳児から高校生世代まで、医療機関への入院、通院の保険診療の自己負担分を助成して　
　います。

　☆令和４年４月から富山県内全域で窓口負担が無料になりました。

０歳から高校生世代まで医療費（保険診療医療費）は無料

◎３歳児～５歳児の主食・副食（おかず）が無　料、

◎保育料は、　　　　　◆第２子　　　：半　額

　　　　　　　　　　　◆第３子以降　：無　料

　　　　　　　　　　　☆延長保育料　：無　料（２１時まで）
※同時入所の有無は
　問いません

病児・病後児保育

◎発熱や病気などでお困りの時に、保護者に代わって保育と看護を行います。

《利用時間》

　◇通常：　８時３０分～１７時３０分
　◇延長：　７時３０分～　８時３０分
　　　　　１７時３０分～１８時３０分

《利用料金（１時間）》

　◇通常　：２５０円／時間
　◇延長　：３００円／時間
　※食事料：３００円 9



子育て・教育 県内トップレベルの教育環境・教育支援

◇　新一年生へ体操服をプレゼント
　　小学校に入学する新一年生の保護者を対象に、体操服各１着（長袖上着、トレーニングパンツ、
　　 半袖シャツ、ハーフパンツ）の購入を支援。

◇　小・中学校給食費全額補助（無償化）

　　朝日町立小・中学校に通う児童生徒の給食費を全額助成。

◇　小・中学校へのエアコン設置
　　小・中学校において、児童生徒の学習環境の向上のため、エアコンを完備。

◇　スタディメイト・英語指導員の配置
　　小・中学校において、学習活動上の支援を充実させるため、スタディメイト（特別教育支援
　　 員）を配置。また全ての小学校において、英語指導員を配置し、英語教育の充実を図ります。

◇　スクールバスでの登下校
　　 小学校では、通学距離２キロメートル以上、中学校では、通学距離が７キロメートル以上の児 　
　　 童生徒を対象にスクールバスでの登下校を実施。

◇　タブレット型端末及び無線LANの整備（小中学生１人１台タブレット型端末）
　　 小・中学校において、パーソナルコンピューターのほか、無線LANを活用したタブレット端末、
　　 デジタル教科書を利用しての授業を実施。

◇　学習者用デジタル教科書の導入
　　中学全生徒５教科（国数英理社）,小学５年生３教科（国算英）,小学６年生４教科（国数英社）

◇　小中連携（令和３年度～）、保小中一貫教育（令和４年度～）の推進
　　「小１プログラム」「中１ギャップ」の解消を図り、保小中１２年間を通した学びを推進。

◇　朝日町型部活動コミュニティクラブ（令和３年度～）

　　「中学校の部活動」の一部を地域人材の協力による「地域クラブ活動」に段階的に移行し、競
　　 技力向上と教員の働き方改革につなげる。

◇　ＡＩ学習ドリルの導入（令和４年度～）
　　 小学１年生～中学３年生の全学年に導入。 10



子育て・教育 妊娠から高校生世代まで切れ目のない支援を目指して

【事業趣旨】
新生活に伴い、教科書や制服、タブレット端末など出費が嵩むことを鑑み、高校生世代に対する
新たな支援を行うもの

【事業内容】
対　　象　高校生１年生世代

支 給  額　対象者１人につき　50,000円分

支給方法　LoCoPiあさひまちコイン付与　または　あさひ商品券の支給
　　　　　※付与対象者は高校生等本人に限る

◇対象者を「高校生等本人」とするのは、朝日町が高校生等を支援していることを本人に伝えたい、
　また、自立の前のお試し的位置づけにしたい意図があります。

11

NEW！高校生世代新生活エール事業



移住・定住・交流で賑わうまち 総合計画：基本テーマ②

朝日町は、「移住・定住・交流施策」も積極的に展開しています。

◎　空き家・空き地情報バンクの充実

　☆これまでに２３９件の売買・賃貸の契約成立

◎　住宅取得費や家賃に対する支援

◎　空き家改修費補助事業

　　空き家家財道具等処分費補助事業

◎　移住に向けたお試し生活体験

　☆中長期：１ヵ月～１年
　　 お試し住宅：さとやま住宅

◎　移住定住に関する情報発信

◎　観光・交流事業

◎　地域おこし協力隊

移住者との
交流会

教育旅行に
おける

民泊体験

12



移住・定住 意外といいまち。あさひまち。

空き家情報バンク

◎町公式HPで「空き家情報バンク」を掲載しています。

令和６年度（２月末現在）：　マッチング実績２４件（賃貸１０件、売買１４件）

13



移住・定住 定住サポート事業　（朝日町住宅取得促進補助金）

朝日町では、定住を促進し、町の活性化を図るため、自ら住むことを目的に
新たに住宅を取得された方を対象に補助金を交付します。

14

宅地取得への補助　

◎５年以内に購入した土地に家屋を建設した場合及び中古住宅、建売住宅と底地を同時に
　取得した場合に補助金を交付します。
◇土地取得費の１０％に相当する額（上限５０万円）
※取得した土地が中道下分譲地・泊駅南分譲地の場合、さらに７５万円（定額）を加算

住宅取得への補助　

◎新築・建替え・増築（建築確認申請が伴うものに限る）の工事費、中古住宅又は建売住宅の購入費、　　
　中古住宅のリフォーム費への補助金として、住宅取得費の１０％に相当する額または次に当てはまる　　
　世帯の上限額を比較し、いずれか低い額を交付します。
　　≪入居者の世帯区分≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪上限額≫

　◇一般世帯（単身世帯及び転入・近居・同居世帯以外の世帯）　　 　　　　　　　　　   ：　２０万円

　◇転入世帯（転入後３年以内の者が含まれる二人以上の世帯）　　　　　　　　　　　      ：１２０万円

　◇近居世帯（町内に２親等以内の直系親族が居住し、子(孫)世代が単身ではない世帯） 　　：　７０万円

　◇同居世帯（１つの家屋に２親等以内の直系親族が居住し、子(孫)世代が単身でない世帯） ：１２０万円
　 　※リフォームの場合、工事の契約先は朝日町内の業者に限ります。

☆住宅取得費が200万円以上で、次に該当する場合、さらに補助金が加算されます。(上限額100万円）
　  ◎若年者加算（住宅取得者又はその配偶者が１８歳以上４０歳未満）　　　　　：２５万円
　◎子育て加算（１８歳未満の子（高校３年生世代）を養育している世帯）　　　：２５万円／人
　◎新婚加算（婚姻の届出日から請負（売買）契約日までの期間が５年以内の夫婦：５０万円
　



移住・定住 定住サポート事業　（朝日町賃貸住宅家賃補助金）

対象者　

◎転入世帯（転入日から入居日までの期間が１年以内で、転入前の住所が１年以
　上町外にある方が含まれる世帯）または新婚世帯（婚姻の届出日と入居日の期
　間が１年以内の世帯）であって、次の要件を全て満たす方

　◇３年以上朝日町に居住をする意思がある
　◇申請時に賃貸住宅に住居があり、現に居住している
　◇転入世帯の場合は、世帯員が過去に家賃補助奨励金の交付を受けていない
　◇公共事業の施行に伴う補償等により賃貸住宅に入居したものではない
　◇町税に滞納がない
　◇世帯全員が暴力団員等でない
　◇単身世帯ではない
　

転入世帯、新婚世帯に対し、家賃の一部を最大３６ヶ月補助します。

対象となる住宅・補助金の額　

空き家バンク登録住宅
◎空き家情報バンクを利用して、空き家に入居
　される方

=補助金の額・交付期間=

◎補助金　：家賃の２分の１の額（上限20,000円）
◎交付期間：交付申請のあった月の翌月から退去し
　　　　　　た月の前月（最大36ヶ月）

民間賃貸住宅
◎町に転入し、民間賃貸アパート等に入居され
　る方

=補助金の額・交付期間=

◎補助金　：家賃の２分の１の額（上限10,000円）
◎交付期間：交付申請のあった月の翌月から退去し
　　　　　　た月の前月（最大36ヶ月）

15



移住・定住 結婚新生活支援事業

対象者（以下の全ての要件を満たす者）

〇令和７年１月１日～令和８年３月３１日までに婚姻届を提出し受理された夫婦であること

〇夫婦の年齢がいずれも３９歳以下であること
〇町税等に滞納がないこと

〇婚姻を機に新たに居住する住宅が朝日町内であること
〇夫婦の合計所得が500万円未満であること
〇過去に他市町村等にて類似の補助金を受けたことがないこと　
〇住所を移した日から起算して３カ月以内または３月３１日までに申請すること
〇年度内に引っ越し費用の支払いが完了しており、領収書等で確認できること

婚姻を機に転居した世帯の引っ越し費用を補助します。

対象となる経費・補助金の額　

対象経費
◎令和７年４月１日～令和８年３月３１日まで
に支払った、婚姻に伴う引っ越し費用

（朝日町内の住居に引っ越した際の引っ越し業
者・運送業者に支払った荷物の移動及び運送に
係る費用）

対象外経費
◎自ら運搬した場合（レンタカー等）や友人に頼む等し
て引っ越しをした場合の謝礼
◎不用品の処分費用

補助金の額
◎１世帯当たり上限３００千円
　※10/10を助成

16



移住・定住 空き家対策　　（空き家利活用促進対策事業補助金）

空き家改修費補助事業　

【補助対象者】

　朝日町にある空き家の所有者

【補助対象条件】

　・朝日町空き家情報バンクに賃貸物件として登録すること（おおむね３年間）
　・町内施工業者によるリフォーム工事であること
　・年度内に着手し完了する工事であること

【補助金】

　1家屋につき補助限度額　50万円　（補助対象工事費用の2分の１）

朝日町では、空き家の有効活用、流通の促進を図り、移住・定住、空き家の
解消に繋げるため、助成制度を設けています。

空き家家財道具等処分費補助事業　

【補助対象者】

　朝日町にある空き家で、売買（賃貸）契約が成立した物件の所有者

【補助対象条件】

　・朝日町空き家情報バンクを通じて売買（賃貸）契約が成立した物件であること
　・町内業者を利用すること
　・年度内に処分等が完了すること

【補助金】

　1家屋につき補助限度額　１0万円　（補助対象工事費用の2分の１）

17



移住・定住 お試し生活体験・移住定住相談

朝日町ふるさと移住交流体験施設《　さゝ郷 ほたる交流館　》

移住・定住を希望される方へ移住体験施設や、移住・定住に関する窓口があります。

お試し住宅　ふるさと、農村体験、移住・半定住に向けたお試し生活体験　

さとやま お試し住宅

【利用可能期間】

　1月以上1年以内

【利用料金】

　２５，０００円／月

移住定住拠点施設　『こすぎ家』　

◎空き家（古民家、昭和18年築）を改修した施設で、笹川
　地区の風土、文化、ひとにふれながら、定住・半定住の
　促進、地域の活性化に繋がる交流体験施設。

【利用料金】

　5日以内　500円／人～　※料金は利用日数／時間によって異なります。

【構造】：木造・平屋建て　　　　　　　　【面積】：１００．０㎡
【窓口】：午前１０時～午後５時　　　　　【休館】：土曜日、日曜日、祝日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年末年始
【施設の役割】

　〇移住・定住の相談窓口　　　　　　　　〇住まいや仕事の紹介
　〇観光案内所　　　　　　　　　　　　　〇移住交流の場としての施設提供

空き家を活用し、移住・定住に関する窓口や、泊駅前の利便性を活かした観光案内所

18



移住・定住 移住体験

移住体験ツアー

◎朝日町では移住を検討している方向けに、オーダーメイド型の移住体験ツアー
　を随時実施しています。

【申し込み方法】

〇日   　 時 　 　：常時受付中
　　　　　　　　　※ご希望の日時を相談（各日１組限定）
〇集 合 場 所      ：移住定住拠点施設こすぎ家
〇参　加　費　　：実費負担
〇ツアーコース   ：オーダーメイド
　　　　　　　　　※コーディネーターと相談しながらコースを
                              決定します。
　　　　　　　　　　コーディネーターは全員移住者です。
〇問合せ・申込先：参加希望日の７日前までに、
　　　　　　　　　希望日時・住所・氏名・電話番号・参加人数
　　　　　　　　　を連絡　　　　　

【実績（参加人数）】
平成３０年度：３７組８３名
令和　元年度：２９組５０名
令和　２年度：１２組２３名
令和　３年度：２０組３９名
令和　４年度：３２組６２名
令和　５年度：２６組５８名
令和　６年度：２４組３６名（令和７年２月末） 19



観光・交流 ヒスイ海岸（宮崎・境海岸）・あさひ舟川　春の四重奏

北アルプスの残雪、桜並木、
　　　チューリップ、菜の花の…

　奇跡の共演！！
　あさひ舟川　春の四重奏

◎日本の国石「ヒスイ」を含んだ石が
　打ちあがる
　　　　通称「ヒスイ海岸」。

　太古からの贈り物を探しに一年を通して
　多くの人が訪れます。

　ヒスイおじさん（ガイド）も人気！

朝日町が世界に誇る　２大景勝地！！

20



観光・交流 合宿・教育旅行の推進　～地域の人との交流を図る～

合宿や教育旅行のために朝日町内の宿泊料金の支払いを要する施設に宿泊した際や会場
として施設を利用した場合に、その経費の一部を助成します。

合　宿　

【対象者】

　・大学、短期大学、高等学校、中学校、スポーツ少年団
【対象内容】

　・部、サークル、ゼミ等による、スポーツ及び文化活動
【条件】

　・合宿が連続した日程（２連泊以上）で行われること
　・宿泊料金の支払いが必要な朝日町内の宿泊施設に宿泊すること
　　（町の公共施設及びケビン、キャンプ場等の簡易施設を除く）

　・合宿参加者の延べ宿泊数（参加人数×宿泊数）が１０人泊以上であること
【助成額】

　　１，０００円／人泊（上限５００，０００円）

教 育 旅 行　

【対象者】

　・高等学校、中学校、小学校
【対象内容】

　・修学旅行、体験学習に参加する生徒、児童および引率の教職員等
【条件】

　・対象者の所在地は、町内外を問わない　
　・朝日町の宿泊施設（公共施設除く）で１泊以上
【助成額】

　　２，０００円／人泊（上限５００，０００円） 　教育旅行における民泊体験
　 21



観光・交流 朝日町文化体育センター（サンリーナ）・朝日町立ふるさと美術館

22

朝日町文化体育センター（サンリーナ）

軽スポーツから競技スポーツまで幅広くスポーツを楽
しめます。また文化講演会、コンサート、各種展覧会
など芸術・文化とスポーツを多目的に利用できる施設
です。
　

≪利用案内≫
開館時間：平日　　午前9時～午後9時30分
　　　　　日曜日　午前9時～午後5時
休館日　：毎週火曜日、国民の祝日、
　　　　　12月29日～翌年の1月3日まで

朝日町立ふるさと美術館

令和５年７月に移転オープン。

著名な芸術家による特別展や朝日町にゆかりのある
作家の企画展のほか、常設展や個展など、１年を通
していつでも美術鑑賞が楽しめます。
またミュージアムショップや喫茶室もあります。
　

≪利用案内≫
開館時間：午前９時３０分～午後４時４０分
　　　　　（入館は午後４時まで）

休館日　：火曜日（火曜が祝日の場合は翌日が休館）
　　　　　展示替期間、年末年始　



生涯健康で活躍できるまち 総合計画：基本テーマ③

朝日町は、「生涯健康で活躍できるまち」を目指しています。

生 涯 健 康　　　　　　　　　　　活　躍（町民参加のまちづくり）

◎　フレイル予防

◎　介護予防体操
　　ヨガ・ウォーキング・コアトレ・水中教室等

◎　介護予防カフェ

◎　認知症予防教室

◎　にこにこスポーツ広場

◎　スポーツデーの開催

　　　　　　　　　　　　　　　　　等

◎　朝日町再生会議・再生事業

◎　地域おこし協力隊

◎　地元若者、大学生

◎　産業振興・担い手

23



生涯健康 フレイル予防で健康寿命をのばそう！

フレイル予防

◎地域活性化マイスター養成講座（修了生202名）

◎コミュニティー・
　　メディカルデザイナー養成講座（修了生54名）

　富山大学附属病院総合診療部山城教授の指導の
　もと、各養成講座を実施。

◎フレイルチェック

　東京大学高齢社会総合研究機構協力のもと、
　高齢者同士でできるフレイル予防・発見のため
　のフレイルチェックを実施しています。

◎フレイルサポーター（45名）

　フレイルサポーターが希望する町内会やサロン
　などを訪問して、「フレイルチェック」を行い、
　評価やアドバイスを行います。

24



生涯健康 生涯現役！　元気でいきいき！　楽しく運動に親しもう！

介護予防の推進

いつまでも健康で、自助・互助で取り組む介護予防の推進を図っています。

チェアエクササイズ
　

　　介護予防カフェ　 　　介護予防教室 　いきいき百歳体操　

健康スポーツの推進

　心身の健康の維持増進に向けて、誰もが気軽に楽しむことができる健康スポーツの
推進を図っています。

ひすいスポーツクラブ　 にこにこスポーツ広場
まめなけ！
あさひスポーツデー

生涯の健康に繋がる子どもの
体力向上への取組も行ってい
ます。

25



活　躍 地域おこし協力隊

地域おこし協力隊が、町を盛り上げようと、
　　　　　　　　　様々なイベントを企画・実施し、活躍しています。

令和６年度　

【隊員数】

　令和７年３月末現在…　１１名
　　　（農業振興　６名・水産業振興　１名・公共交通　1名・デジタルサポート　３名）

令和７年度も隊員を募集します！

地域おこし協力隊の活動例　

スマホ教室　 農業技術研修　

26



活躍 町民参加のまちづくり

第１期朝日町再生会議

●平成２７年度　朝日町再生会議の立ち上げ●　
　平成27年1月、行政と町民が一体となって「夢と希望が持てるまちづくり」の推進を
図ることを目的に、『朝日町再生会議』を設立しました。

●平成２８年度　朝日町再生会議の深掘り●
　２７年度の提言内容をさらに発展・深化させるため
①子育て・教育、②観光振興、③産業振興、④定住・交流
　の４班に分かれて協議を進めました。

〇再生会議の委員　　：町民からの公募による１３名
〇再生会議委員の任期：平成27年1月～平成29年3月　　
〇会議　　　　　　　：２６回開催（うち提言発表２回）
〇講演会　　　　　　：４回

第1回提言事業（11事業）

・働くお母さんを“日本一”応援する事業
・朝日町6次産業化構想、U.Iターン向け促進住宅事業　など

この提言書は
「第５次朝日町総合計画」
「朝日町総合戦略」
に反映しました。

第２回提言事業（８事業）

・出前授業プロジェクト
・あさひいいね！いいね！プロジェクト（アサヒーネ！）
・朝日町空き家再生構想（アサヒリノベリア）　　　　　など

８つの具体的事業案を
盛り込んだ提言書が町
に提出されました。

27



活躍 町民参加のまちづくり

第2期朝日町再生会議

　平成２９年度からは、「第２期朝日町再生会議」がスタートしました。

〇再生会議の委員　　：20～40代の若い世代　１０名
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　公募による新規委員　：６名
　　　　　　　　　　　　第１期からの継続委員：４名

　　　　　　　　　　　※この外、第１期委員からアドバイザーとして３名が就任
〇再生会議委員の任期：平成２９年４月～平成３１年3月　　
〇会議　　　　　　　：１4回開催
〇講演会　　　　　　：３回

●テーマ　　　　　　：①移住・定住、②若者の活躍、③子育て応援

第３回提言事業（11事業）

・SNSによる朝日町とツナガルプロジェクト
・滞留を生み出す事業
・地域の担い手をつくる事業
・自然を活かした子育てをできる町に　　　　など

４年間行った再生会議は平成３０年度で終了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　⇒　令和２年度からは町民参加型の朝日町再生事業がスタートしました。 28



活躍 朝日町再生事業（町民参加型）

令和２・３年度

令和４年度

●東京大学フィールドスタディ型政策協働プログラム（中山間地域フィールドスダディ政策協働推進事業）●　

　東大生（５名）と地域サポーター（８名）等の意見
交換から、 町における地域資源（舟川の「春の四重奏」、
ビーチボール全国 大会）を活かした、人を呼び込むこ
とで生まれるお金の仕組み、 「稼ぐ力」の施策創出に
向け、提言を行いました。

令和５年度

29

　コロナ禍による社会変容のため、町内の各事業者の
実態や必要とされる支援など、農業、商工業や医療関
係者等の幅広い参集から、喫緊となる対応・対策を検
討しました。

●東大FSプログラムからの展開等●
　令和４年度に取り組んだ地域資源の活用のための提言書から、実装に向けた検討やその可能性
を関係部署と話し合い、デジタルクーポンについて検証を行いました。
デジタルクーポン実装の検証…あさひまつりにおいて公式LINE登録者へ『揚げパン１個無料クーポン』を発行。



活躍 朝日町再生事業（町民参加型）

30

令和６年度

令和７年度

●朝日町みらい会議●
　第６次朝日町総合計画策定（令和８年度スタート）に向け、各所属長と町民が６つの分野（子育て・
定住／教育／健康・医療・福祉／農林水産／商工観光／防犯防災・生活基盤）に分かれ、全３回にわた
り意見交換を行いました。

●続・朝日町みらい会議●
　令和６年度に引き続き町民参加型のワークショップを開催し、今後のまちづくりについて意見
交換等を行います。



活躍 農業研修生（地域おこし協力隊）

　農業研修生のための研修宿泊施設があります。

農業研修生

①　町外（県外）から
②　朝日町に移住し（Uターン、Iターン大歓迎）
③　朝日町の農業を勉強し、
　　あるいは皆さんの経験を活かし…（例えば大型機械が得意、販路を持ってるなどなど）

④　朝日町の農業の後継者　となっていただく（定住就農）方を募集しています。

朝日町新規就農者等研修宿泊施設　あさひ農学舎

【宿泊棟】

　木造２階建て　個室８室＋共同キッチン　ほか
【研修棟】

　研修室　加工研修室
【倉庫】

　2棟（農機具格納庫、農作物保管庫）
【実証田】

　田3枚、ビニールハウス1棟

研修期間

●最大３年間　

　定住就農！！　　

研 修 内 容

農業技術研修　
・農家での実践研修 + ときどき座学
・農業に関する各種研修会へ参加
・資格取得の支援、イベントへの出店
・研修終了後の目標に向けた活動

田舎くらし研修　
・地元集落に溶けこんだ農村生活を　
　積極的に行います。
　※町内会に加入
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あさひ総合病院 病院再編

病棟再編等に関する方向性　

　高齢化が急速に進展する2025年の医療需要を見据えた

地域医療構想に基づき、あさひ総合病院における病棟再編

を含めた今後のあり方やその活用方法を協議するため、

「あさひ総合病院病棟再編等検討委員会」を平成28年6月

に設置。　　

　病棟再編等に関する方向性が以下のとおり示され、

平成29・30年度に病院改修・整備を進めました。

●病棟の再編については、朝日町の今後を見据えて

　「高齢者医療の先進モデル」となる病院　に再生する。

●今後の看護師数を予測した場合、3病棟の維持は困難であり、

　病棟を2病棟に集約した病棟運営　とする。

●３階については、

　医療職員確保のため現状で不足している会議室や研修室、図書室、職員休憩室　
　などに改修すること。

　また、６階については、既存のリハビリ施設を活用し、

　新たに在宅医療と認知症や骨粗鬆症に対する施設　を設ける。
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あさひ総合病院 病院再編　⇒　バージョンアップ

「急性期から在宅まで」　

地域医療を支える中核病院として「高齢者医療先進モデル病院」を目指します。

改修前 改修後（平成３１年4月～）

３ 階
病 棟 　一般病棟　　　　　４８床 ３ 階

　会議室、実習室、更衣室、図書室、
　職員食堂、休憩室、仮眠室、倉庫等

４ 階
病 棟

　一般病棟　　　　　５４床
　（うち結核病床　５床）

４ 階
病 棟 　一般病棟　　　　　　　　　　　56床

５ 階
病 棟

　一般病棟　　　　　４９床
　※休床中

５ 階
病 棟 　地域包括ケア病棟　　　　　　　53床

６ 階
病 棟 回復期リハビリ病棟　４８床

６ 階

・在宅介護支援センター
・認知症院内デイサービス（ひだまり）
・認知症カフェ（いきいきカフェ）
・ロコモセンター
・訪問リハビリテーション
・通所リハビリテーション

・地域医療推進室
・地域医療連携室

合 計
病 床 数

　　　　　　　　　１９９床

合 計
病 床 数

　　　　　　　　　　　　　　　　１０９床

そ の 他

　１階　外来点滴室（化学療法室）
　２階　診療情報管理室
　扇状地ネット参加
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あさひ総合病院 寄附講座の開設（令和元年度～令和９年度）

富山大学附属病院とあさひ総合病院　

●あさひ総合病院で不足する診療分野の診療を富山大学附属病院の医師が

　担うことにより、地域医療の充実に貢献します。

●地域医療を通して、将来に向けた地域包括ケアを担う医療人材を育成します。

●富山大学附属病院とあさひ総合病院の間で、病院機能の分化を踏まえた

　患者の紹介・逆紹介の円滑化を図ります。

富山大学附属病院

寄附講座の開設

朝日町（あさひ総合病院）

朝日・地域医療支援学講座

（朝日町寄附講座）
　●医師の派遣
　　　寄附講座教員
　　　　第一内科　客員助教　　　
　　　　総合診療科 客員助教
　●学生・研修医の派遣

富山大学附属病院 
地域医療支援サテライトセンター

（あさひ総合病院内）
　●不足している分野の診療
　●地域包括ケアを担う人材育成

　●患者紹介の円滑化
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看護学生修学資金制度の大幅な改正
　　　　　　　　↓

看護師数（正職員・会計年度任用職員）の推移　

あさひ総合病院 医師・看護師数

常勤医師数の推移（嘱託職員含む）　
（人）

（年度）

富山大学附属病院　寄附講座開設
　　　　　　　　　　　↓

（人）

（年度）

看護学生修学資金制度の開始

　　　　　　 ↓
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企業誘致・雇用創出

雇用創出

企業誘致　

これまでに以下の企業誘致に成功しています。

●　株式会社アムノス
　　　富山大学が開発した特殊な技術で羊膜を乾燥させた「ハイパードライ羊膜」の製造
　

●　PBS株式会社
　　　水耕栽培関連事業を展開　

●　株式会社Ｄ－Ｆａｃｔｏｒｙ
　　　省力化生産機械の設計・製造事業　

●　ウニノミクス株式会社
　　　ウニを回収し独自の畜養技術によって商品化  さらなる起業誘致へ　

  朝日町では新たな企業用地を整備し、今後も企業誘致を進めます。

雇用創出奨励金 職業能力開発技能訓練奨励金

● 対象要件 ● ● 対象要件 ●
① 朝日町内の事業所に雇用された
　　　　　　　　　　　　　 就業者… 10万円
② ①の方が２９歳以下である場合…… 20万円

③ ①の方が雇用前６か月以内に
　　　　　　　　 転入している場合… 60万円

④ ③の方が２９歳以下である場合…… 80万円

居住地を問わず正規職員を雇用した事業者及び
雇用された就業者に対して奨励金を交付します。
（令和６年度より制度改正）

職業能力開発技能訓練の受講の負担軽減を図り、
就職を支援するために、対象者に補助金を交付
します。

〇 65歳未満で公立の職業能力開発技能訓練に
　 入所し、所定の技能訓練の過程を修了した方

● 奨励金額 ●

■ 技能訓練課程期間が3か月以上……… 2万円

■ 技能訓練課程期間が3か月未満……… 1万円
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地域活性化起業人・サテライトオフィス誘致

サテライトオフィス誘致

地域活性化起業人　

三大都市圏にある都市部の企業の社員が、そのノウハ
ウや知見を活かし、町の魅力や価値の向上のために活
動していきます。

■　令和元年度：３名（２社）　創造系不動産株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　合同会社　マーチオークシー
■　令和２年度：１名（１社）　創造系不動産株式会社
■　令和３年度：１名（１社）　株式会社博報堂
■　令和４年度：２名（１社）　株式会社博報堂
■　令和５年度：３名（２社）　株式会社博報堂
　　　　　　　　　　　　　　　株式会社博報堂プロダクツ

外からの人材・企業等の活用！

地域経済循環
分析サポート

地域特産品振興

公共交通

観光情報発信等

ＤＸ　ＣＮ

地方へのビジネス参入を検討している首都圏等の企業
を朝日町に誘致する取組みを行っています。

朝日町見学に来町した企業数　：　３２社（累計）
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みらいまちラボ

（一社）みらいまちラボの立上げ、展開　

　「みらいまちラボ」は、地方創生や起業家育成
を目的に、令和元年５月に朝日町で設立されまし
た。
　代表は、レオス・キャピタルワークス株式会社
代表取締役会長兼社長CEO＆CIOの藤野英人氏が
務めておられます。
　活動としては、３箇月に１度、全国レベルで活
躍されている経営者、まちづくりの専門家などを
お招きし、議論して、相互に学びあう「定例勉強
会（セミナー）」を開催されておられます。

関係人口の創出

活動拠点　

 Dahra Dacha（ダーラダチャ）を活動拠点に

■町内の古民家を改装し「ダーラダチャ」と名付け　
られました。

■ここを運営拠点に、みらいまちラボプロジェクト
活動を行っておられます。

藤野　英人氏を
特命戦略推進監として任命しました。

令和２年１２月　
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地域公共交通

①あさひまちバス ②ノッカルあさひまち

③あさひまちエクスプレス ④黒東タクシー

小型バス1台、ハイエース2台 住民マイカー+専用車両

町内全地区を網羅するコミュニティバス 住民の共助が支える新しい公共交通
＜運行概要＞　※200円／回
　・９路線、一日36便を3台で運行
　・平日のみ、入善・黒部・糸魚川にも乗入
　・自由乗降制を採用し、路線上の安全な場
　　所であればどこでも乗り降り可能
　・鉄道のダイヤ改正に合わせて毎年見直し

⑤あいの風とやま鉄道

＜サービス概要＞　※600円／回（相乗400円）

　・事業者協力型自家用有償旅客運送の全
　　国第１号として、令和3年10月より始動
　・ドライバーは住民、車両は住民のマイカー　
　・各地区と中心部を結ぶコースごとに、ドライ
　　バーの外出予定に合わせた時刻を設定
　・前日17時までの事前予約制でタクシーと
　　棲み分け、土日を含め毎日運行可能

北陸新幹線駅と朝日町を結ぶ直通バス 自由度は№1、町内唯一の交通事業者 富山県民の生活路線
＜運行概要＞
・新幹線全便に接続
・春の四重奏開催中は
　臨時便も運行
・ビジネス利用も多数

＜運行概要＞
・初乗り620円
・夏季には朝日岳登山
　タクシーとしても活躍
※当該事業者がバス運行も受託

＜運行概要＞
・町内には『泊駅』、『越
　中宮崎駅』の２駅
・富山駅までは約50分
・第三セクター方式

あさひまち
エクスプレス

黒東タクシー
あさひまちバス ノッカルあさひまち あいの風とやま鉄道

目的別に使い分けたり、上手に組み合わせたり。地域公共交通をかしこく使って、ときめく毎日を。
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地域公共交通 ノッカルあさひまち

『ノッカル』は、住民の皆様のマイカー移動を活用しながら、住民同士の助け合いの気持ちをカタ
チにした公共交通サービスです。朝日町が運営し、ドライバーはご近所さんだから安心。地元での
お出かけをもっと気軽に、もっと手軽にし、住みたい場所に住み続けられるコミュニティを実現します。

※電話またはLINE

・決められたダイヤから、利用者が事前に予約（前日17時まで）
・乗降スポットはバス停留所がベースだが、降車地点は柔軟に対応可能

①定期的な外出予定を時刻表へ

②便ごとに運行可否を設定

③予約が入った便のみ運行

①会員登録

②乗車予約

ドライバー 利用者

③乗車／運賃支払い ３枚(600円)

ドライバーの外出予定を前提にした
時刻表をベースに予約する仕組み

今週は行ける
けど、来週は
ちょっと…

※乗合の場合は２枚(400円)

車社会だからこその資源

8,000台のマイカーとそれを運転する人
典型的な車社会は

視点を変えれば輸送資源の宝庫

つながりが強固だからこそ
地域に根付く“お互いさま”の気持ち

助け合いの想いは無形資産

地方だからこその資源



住民と町が双方向にやりとりできるツールとして、今後もサービスを拡大していきます。

友だち登録
はこちら

春の四重奏やヒスイ海岸など
の観光情報や、移住定住関連
の情報が確認できます。

朝日町公式LINE
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行政手続のオンライン申請や、
子育て、防災等の暮らしに関
わる情報が確認できます。

LoCoPiあさひまちをはじめと
した、自助・共助を軸に町が進
めるデジタル化施策が使えます。

行政ジャンル分けしているため、ほしい情報にすぐにたどり着くことができます

基本メニュー 観光・移住みんなのサービス

町外の方
向け

町内の方

向け

★ 朝日町公式LINE  ３つのメニュー ★

・住民票等の請求手続がオンラインで可能
 従来、役場窓口で行う申請手続の一部が、公式LINE上でも行えます。また、町が実施
する検診や子育て支援関連の各種教室等もついてもオンラインで予約することが可能で
す。（申請できる手続は順次拡大していきます。）

・町関連のイベント、お知らせ、緊急情報等のセグメント配信
 町関連のイベントやお知らせ、災害等における緊急情報を適宜配信します。事前に受
信設定することで、希望する行政ジャンルの配信だけを受け取ることができます。

概 要



42

LoCoPiあさひまち
高齢化・人口減少による生活インフラの再編という課題に対し、

デジタルの力で「夢と希望がもてる朝日町」にしたい。
マイナンバーカードを活用した共助・共創型のサービス「LoCoPiあさひまち」で、

地域でのデジタル活用を拡大。
まち全体の需要データを獲得し、供給の最適化や公共コスト削減をすることで、
町民のみなさんにとって、「よりよい未来の朝日町」を作っていく仕組みです。



の仕組み
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スマホが使えない高齢者や子供でも利用できるアナログ×デジタルの設計

マイナンバーカードそのものを活用する

LoCoPi_ID書き込みでサービス拡張

ポイント/決済システム

アナログカード×LoCoPi_ID：高齢者も子供も取り残されないDX

書き込み



の仕組み
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マイナンバーカードの可能性を拡張させるサービス設計

マイナンバーカードという物理カードを最大限活用する設計。
カードDX／LINEによるスマホ連携で実現。

マイナカード

ポイント/決済サービス
• サービス実績
• カスタマイズ柔軟性
• 運用費の低価格化
など

LINEアプリ

• ポイント確認
• インセンティブ獲得
• デジタルコンテンツ
• LINEでの情報発信

など、独自サービスを
付加

・朝日町役場（会計か窓口）
・らくち～の受付
・あさひ総合病院



でできること
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LoCoPi１つのサービスで、ポイントや見守り機能を実現。
マイナンバーカードでの決済も！



でできること
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LoCoPiを使えば使うほど、たまったポイントで
町の活性化を応援することにつながり、

みんなにとって町がよくなるサービスに！



でできること
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みんまなび

世代を超えた関わり合い・コミュニケーションを活性化し
「まなび」「知恵」を出し合える場をデジタルによって創る

「学びあい、助けあい、好きが見つかる！」をテーマに
自分のもつスキルや知識をお互いに教え合う

マッチングプラットフォーム。
教え合いを通して、地域に根付く共助文化を活性化。



49

みんまなび
みんまなび（令和５年度実績）これまでの

取り組み
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みんまなび
みんまなび（令和５年度実績）これまでの

取り組み
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みんまなび

「こどもまんなか応援サポーター」宣言

朝日町は「こどもまんなか社会」の趣旨に賛同
し、「こどもまんなか応援サポーター」として
も宣言！「子育て応援日本一のまち」として、
“こどもまんなか”のアクションをオール朝日町
で進める！

令和５年度
「NPO等と連携したこどもの居場所づくり支援モデル事業」を活用した「みんまなび」を実施！

「日本一こどもの声でにぎやかな美術館」

令和5年７月にリニューアルオープンした町内の新美術館。
美術館だけど、こどもが自由に体験講座を楽しめる、

そんな新たなこどもの「居場所」に！

町内に点在するあらゆる「居場所」が、学校近くの美術館に集う
・町内の事業者や町民が協力し提供するコンテンツを、　　　　
　この場所に集結し、実施。
・移動手段がなくて居場所に行けなくても、ここが居場所になり
　いろんなコンテンツを楽しめ、地域の人とも関わることができる。

7/7～
リニューアル

OPEN
新美術館
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みんまなび　SummerCamp　WinterCamp
自然豊かな富山県朝日町を舞台に、海・山・川のすべての自然を通じて、「地元の子どもたち」と
「都会の子どもたち」が学び合う体験学習プログラム。

■名称：みんまなび～Summer Camp～2024

■期間：2024/7/28(日)～7/31(水)

■主催：富山県朝日町

■参加者：18名（東京参加10名、朝日町参加8名）

■参加費：無料

■動画：https://youtu.be/_czKLlECuK4?si=RAd7MQPWA1nTK-bU

■名称：みんまなび～Winter Camp～2025

■期間：2025/2/22(土)～2/24(月・祝)

■主催：富山県朝日町

　共催：一般社団法人 朝日町観光協会

　協力：一般社団法人レッツあさひ、株式会社博報堂、

              株式会社Kids Smile Project

■参加者：16名（東京参加8名、朝日町参加8名）

■参加費：東京4万円、朝日町5千円

■動　画： https://drive.google.com/file/d/1l3rPNTIxvpt6S3rpaIaLoor
zRFLYeGic/view?usp=drive_link

「学び」をキーワードに、ただ自然を体験するだけでなく、自然や
交流の中から学ぶことで「生きる喜びを感じる」感性を身に着けら
れるようなプログラムを構築し実施しました。

朝日町ならではの雪や文化コンテンツを通して、東京⇔朝日町の
こどもの交流、関係人口創出をテーマに実施しました。



カーボンニュートラルに向けた朝日町の取組み

 災害時の防災拠点である2つの施設に「温室効果ガスの排出抑制」
「災害時にエネルギー供給等が可能」となる太陽光発電設備を導入。
平時に加え、災害時の発電・電力供給等を可能とし、防災拠点としての
機能や事業継続性の向上を図りました。

役場庁舎・サンリーナへの太陽光発電設備導入 2021.3

▲太陽光発電設備（サンリーナ）▲太陽光発電設備（役場庁舎）

　2050年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする
ことを目指し、カーボンニュートラル・脱炭素社会の実
現に向け、行政と町民、事業者が一体となって、取り組
んでいく決意を示しました。

ゼロカーボンシティ宣言 2022.6

　カーボンニュートラルを
目指し、朝日町と博報堂が
連携・協力して、町の課題
解決策を検討するため連携
協定を締結しました。

博報堂との連携協定 2022.4 脱炭素社会実現へ向けた計画策定   2023.3
再生可能エネルギー推進計画と
地球温暖化対策実行計画（区域施策編）を策定

排出削減目標 2030年度までに▲50％ 削減（2013年度比）  

長期目標 2050年度までに温室効果ガス排出量実質ゼロ  
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ちょいチャージは、再生可能エネルギーでEV（電気自動車）を充電できるサービス。
みんなで少しずつエネルギーを分け合い、エネルギーの地産地消を進めていくことを目的としています。

■朝日町役場正面駐車場に普通充電器を設置

■無料で充電が可能

■利用するには「ちょいチャージLINE」での利用予約が必要

　（利用方法は町ホームページをご確認ください）

いろいろなコンテンツを提供

・LINEアプリでは、EV充電予約・充電記録
　や、朝日町のカーボンニュートラルに関す
　る取組も紹介しています。

・その他コンテンツもご用意しています。

ちょいチャージLINE友だち
登録はこちら

町のカーボンニュートラルの取組

LINEで予約

・LINEで充電予約ができるため、
　来庁の際についでに充電する
　など、気軽に利用可能です。

・利用方法は町ホームページで

　ご確認いただけます。 町ホームページ
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民間事業者による再エネ開発

▲相ノ又小水力発電所▲笹川小水力発電所

小水力発電
 小水力発電のポテンシャルが高い朝日町では民
間事業者による小水力発電の開発が進められてい
ます。2021年6月には水の国電力株式会社による
相ノ又小水力発電所、2023年6月には㈱深松組に
よる笹川小水力発電所が稼働しました。

陸上風力発電
 境・宮崎・笹川の3地区にまたがる丘陵地にて、
北陸電力株式会社による陸上風力発電所の設置が
検討されています。現在、開発可能性の調査が進
められています。

イメージ図

洋上風力発電
 国は2019年に施行した※再エネ海域利用法に
よって、日本の領海及び内水のうち一定の区域に
ついて、年度ごとに促進区域（③）の指定を行っ
た上で、公募により海洋再生可能エネルギー（洋
上風力発電）の開発事業者の選定を行っています。
昨年9月に入善町・朝日町沖を含む富山県東部沖が
「一定の準備段階に進んでいる区域」（①）に整
理されました。今後は②「有望な区域」の整理
（②）を目指すこととなり、洋上風力発電の事業
化に向けて大きな期待が寄せられています。

朝日町を含む「富山県東
部沖」は現在この段階 促進区域の指定に向けて

事業を進めます。

① ③②
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変えるんです　“朝日町”

「旅するあさひ」
　もご覧ください。
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